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リリース内容一覧

⚫ 新機能

1. 「レコード分割」コマンドの追加

2. Google Driveの共有ドライブサポート

⚫ 改善項目と変更点

1. プラグイン設定画面の使い勝手向上
✓ データ編集フローの並び順変更

✓ リアルタイム実行からスケジュール実行へのコピー

✓ スケジュール／リアルタイム実行無効化時の警告表示

✓ スケジュール／リアルタイム実行の手動無効化

2. kintoneアップデート開発中機能への対応（フロントエンド基盤の刷新）

⚫ 不具合修正

https://kintone.cybozu.co.jp/update/main/2022-08.html#indev


新機能
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「レコード分割」コマンドの追加
ユーザー選択やチェックボックスフィールドなど、複数値を登録できるフィールドをレコードに分割
できます。また、カンマや改行など区切り文字で登録されたデータのレコード分割もできます。

工程ごとに複数人アサイン

使用例：受注管理アプリでアサインした担当者の作業予定を自動登録、納期確認を実施できる

「受注管理」アプリ 「作業予定」アプリ

分割登録
受注管理アプリの
「予定工数÷アサイン人数」

納期確認を実行

シンプルな分割登録だけでなく
計算処理をした上で登録！
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Google Driveの共有ドライブサポート
Google Driveの共有ドライブに保存されたファイルの入出力を新たにサポートしました。個人管理で
はなく、Google Workspaceを使ってチームやプロジェクト単位、社外メンバーと共有管理している
ファイルデータをkintoneに取り込みできます。

「Google Drive」のファイル入出力コマンド
で共有ドライブを指定できる



改善項目と変更点
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データ編集フローの並び順変更
スケジュール実行のフローとリアルタイム実行の実行単位の並び順を変更できます。業務単位や目的
別、および処理順などでフローや実行単位の並び順を整理できます。

一覧の「並び替え」アイコンをドラッグすることでフローを
任意の並び順に変更できる

並び替え操作 並び順を整理した一覧

予実管理関連

請求管理関連

業務単位や目的別に並び順を整理して
フローを管理できる
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※コピー時の留意事項
パラメータを使用しているリアルタイム実行のフローをコピー
した場合、パラメータが削除されます。
その場合はパラメータを使用していたコマンド設定の見直しが
必要です。

リアルタイム実行からスケジュール実行へのコピー
リアルタイム実行で作成したデータ編集フローをスケジュール実行のフローとしてコピーできます。
コピーしたフローをそのままスケジュール実行で使用することもできますし、流用して効率良くフロ
ーを作成することもできます。

一覧上部の「リアルタイム実行のフロー
をコピー」からリアルタイム実行のフロ
ーをスケジュール実行にコピーできる

パラメータを使用したフィルタが設定されたフロー

コピー後はパラメータが削除されるので
コマンド設定の見直しが必要
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スケジュール／リアルタイム実行無効化時の警告表示
設定画面表示時に警告メッセージと一覧上に警告アイコンを表示します。また、プラグイン設定更新
時、設定済みのスケジュール／リアルタイム実行が無効化される場合には、警告メッセージを表示し
ます。分かりにくかった無効化タイミングを予め認知し、意図せず無効化することを防止できます。

プラグイン設定更新時にスケジュール／リアルタイム実行が無効化される条件についてはこちらをご確認ください。

プラグイン設定画面表示時の警告メッセージ フロー一覧のスケジュール実行欄に警告アイコンを表示

プラグイン設定の保存前に確認メッセージを表示

https://krew.zendesk.com/hc/ja/articles/4407266720409-%E3%82%B9%E3%82%B1%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%AB%E5%AE%9F%E8%A1%8C-%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%83%A0%E5%AE%9F%E8%A1%8C-%E3%81%AE%E5%AE%9F%E8%A1%8C%E8%A8%AD%E5%AE%9A%E3%81%8C%E7%84%A1%E5%8A%B9%E5%8C%96%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%9F
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ドメイン実行フロー数の手動無効化
スケジュール／リアルタイム実行を無効化せずにkrewData専用アプリを削除してしまった場合、ア
プリに設定していたスケジュール／リアルタイム実行はドメインの実行フロー数としてライセンス消
費したまま残ってしまいます。そのような場合でも、お客様が手動で無効化できる機能を追加しまし
た。

削除したつもりのフローがライセンスを消費したまま残ってしまうケースの詳細についてはこちらをご確認ください。

有効のままフローを設定していた
krewData専用アプリを削除すると…

設定していたフローがドメインの実行フロー
数としてライセンスを消費したまま残る

アップデート後

設定していたフローがドメインの実行フロー
数としてライセンスを消費したまま残るが、
「ゴミ箱」ボタンから削除できる

アップデート前

https://krew.zendesk.com/hc/ja/articles/4407261903001
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